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稲羽地区 地域ケア連絡会 

『総合事業って何だろう？ ～みんなで考えよう、地域の明日～』 
稲羽西地区 地域ケア連絡会（6 月 26 日 稲羽コミュニティセンターにて） 

 
稲羽東地区 地域ケア連絡会（6 月 27 日 稲羽東福祉センターにて） 

総合事業…正式には「介護予防・日常生活支援総合事業」といいます。まず、市役所高齢福祉
課地域支援係山口直輝主事から、制度改正や背景、今後の方向性を説明していただき、その後、
事例を参考に、グループワークで自由に意見を出し合いました。 

高齢の方の生活支援ニーズは多様化しています。調理、買い物、外出支援、ごみ出し、洗濯、

雪かき、見守り、安否確認、庭の手入れ、掃除、ペットの世話…などなど。 

これまで介護保険サービスはできることとできないことがあり、とても全ては対応できません。 

とは言え、総合事業とは「介護保険で対応できないから地域のボランティアでやってください」

という “押しつけ”では、決してないのです。目指すものは『誰もが住み慣れた地域で暮ら

し続けることができるよう、介護予防と生活支援を、多様な主体が参画し地域全体で支え合う

仕組みとして充実させること』であり、そのために、地域と行政が協同で地域づくりを考え、

必要な活動には行政も支援する、というものです。各務原市社協の土屋さんから座談会のご案

内もありました。これもとても大切な集まりです。ぜひご参加をお願いします。（ご興味のあ

る方は各務原市社協 電話 058－383－7610 担当:土屋社会福祉士 まで） 

「ご意見を」電話 058-371-2226 ＦＡＸ058-371-8431（担当 長谷川・石川・林） 


